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'連結のr （linking-r） とはどのような現象か
　子音や休止の前にあるrを発音しない方言で見られ，母音が後続するとrが発音
される現象である。発音されていた時期があったことが綴り字によって示されて
いる。例えば，[bʌtəː] butter, [bʌtərɪt] butter it, [fei̯vəː] favor, [fei̯vərɪt] favor it, [hɪːə̯] 
hear, [hɪrɪt] hear it, [pɔːə̯] pour, [pɔrɪt] pour it。

'嵌入のr （intrusive-r） とはどのような現象か
　連結の rが生じる方言で見られ，子音や休止の前の母音が （1） [ə]，（2） [ɑː]，（3） 
[ɔː] などで，母音が後続すると /r/が発音される現象である。綴り字にない /r/なの
で，由来を歴史に求めることはできない。Gimson （1980: 208） から例とコメント
を引用する。（1） [ˈdrɑːmə] drama, [ˈdrɑːmər ən ˈmjuːzɪk] drama and music, （2） [ˈʃɑː] 
Shah, [ˈʃɑːr əv ˈpɜːʃə] Shah of Persia, （3） [ˈlɔː] law, [ˈlɔːr ənd ˈɔːdə] law and order。
嵌入のr の生起頻度は，[ə] の後に比べ，[ɑː]や[ɔː]の後で生じることは少ない （‘less 
frequently’） とのことである。

' 連結のrからの類推により嵌入のrが生じる
　連結の rが生じる末尾母音は （1） 末尾が [ə] である単母音または二重母音 /ə, ɜː, 
ɪə, ɛə, ʊə/， （2） [ɑː]，（3） [ɔː] であり，嵌入の rが生じる末尾母音は （1） [ə]， （2） [ɑː]， 
（3） [ɔː] である。両者ともに次にくる音が母音の時に /r/が生じることから，Gimson 
（1980: 208） は，連結の rからの類推 （analogy） により嵌入の rが生じるとしてい
る。

' 連結のrと嵌入のrには同一のメカニズムが働いている
　Donegan （1993: 117-119） に改変を加え，連結の rと嵌入の rのメカニズムを見
ていく。連結の rで挙げた例語の語彙表示は /bʌtər/, /fɛi̯vər/, /hɪr/, /pɔr/である。ま
た，嵌入の rの例語の語彙表示は /drɑːmər/, /ʃɑr/, /lɔr/である。語彙表示とは長期記
憶の中にある音素表示で，これらの語彙表示の末尾の /r/は母音が後続すると発音
される。/r/は後続母音を音節主音とする音節の頭位の子音になるからである。一
方，この /r/は，次に子音や休止がくると発音されない。/r/=/ɚ̯/は音節末位の子音
になるためrの音色 （rhoticity） を失い /ə̯/になるからである。このことをr音性の
消失 （derhotacization） と呼ぶ。
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2　連結のrと嵌入のr

　Gimson （1980: 208） は「容認発音をする人々の多くにとって，嵌入の rを発音
しないようにするには意識的に努力をしなければならないであろう」と述べるに
とどまっている。しかし，嵌入の rを発音しないことが困難な理由は単純である
ように思える。/drɑːmər/, /ʃɑr/, /lɔr/のあとに母音がくると /r/は音節の頭位の子音
になる。音節頭位の /r/，例えば red, arriveの /r/を発音するのが普通なのに，あえ
て発音しないようにしようとするからである。

' 語彙表示/drɑːmər/, /ʃɑr/, /lɔr/は妥当なのか
　語彙表示 /drɑːmər/, /ʃɑr/, /lɔr/の末尾に /r/が存在する，というのがこの分析のか
なめである。語彙表示を得るためには，実際の発音に至るまでに適用される音の
置き換えを，その音の置き換えが行われる前の音形に戻していく。なお，語彙表
示から実際の発音に至るまでの派生は次の通りである。

語彙表示 /bʌtər/	 /fɛi̯vər/	 /hɪr/	  /pɔr/	 /drɑːmər/	 /ʃɑr/	 /lɔr/

母音長化  -------	 -------	 [hɪːr]	 [pɔːr]	 ---------- 	 [ʃɑːr]	 [lɔːr]

r音性消失 [bʌtəə̯]	 [fei̯vəə̯]	 [hɪːə̯]	 [pɔːə̯]	 [drɑːməə̯]	 [ʃɑːə̯]	 [lɔːə̯]

実際の発音 [bʌtəː]	 [fei̯vəː]	 [hɪːə̯]	 [pɔːə̯]	 [drɑːməː]	 [ʃɑːə̯]	 [lɔːə̯]

　事実確認がいくつか必要である。連結の rが生じる方言では，強勢を受けて
いない語末の単母音は長く発音される。該当例は，[bʌtəː] butter, [fɛi̯vəː] favor, 
[drɑːməː] drama, [ɔːdəː] orderである。さらに，[əː] は [əə̯] として分析されるので
（Donegan 1985: 100-104），[bʌtəː]=[bʌtəə̯], [fɛi̯vəː] =[fɛi̯vəə̯], [drɑːməː]=[drɑːməə̯], 
[ɔːdəː]=[ɔːdəə̯] である。1音節語では母音（二重母音の場合は第 1要素）が長く発
音される。これを母音長化と呼ぶことにする。該当例は，[hɪːə̯] hear, [pɔːə̯] pour, 
[ʃɑːə̯] Shah, [lɔːə̯] lawである。長母音 [ɑː] と [ɔː] には [ɑə̯], [ɔə̯] という変異形があ
る。該当例は，[ʃɑː]~[ʃɑə̯] Shah, [lɔː]~[lɔə̯] lawである。変異形同士は，二重母音 
[ɑə̯], [ɔə̯] の第2要素が第1要素にそれぞれ完全同化すると長母音 [ɑː], [ɔː] になる，
という関係である。
　語彙表示 /drɑːmər/の末尾に /r/が存在する， との証拠は， 適用の結果 [drɑːməə̯] と
いう音形を生んだ「r音性消失」の適用前の音形であることから確認できる。同
様に，語彙表示 /ʃɑr/, /lɔr/の末尾に /r/が存在する，との証拠は，適用の結果 [ʃɑːə̯], 
[lɔːə̯] という音形を生んだ「r音性消失」の適用前の音形であることから確認でき
る。完全同化適用後の音形 [ʃɑː], [lɔː] は，完全同化が適用される前の音形 [ʃɑə̯], 
[lɔə̯] に戻すことで語彙表示 /ʃɑr/, /lɔr/と結び付く。

（宇佐美　文雄）




